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Dr ･PimJMtinC1･とその自署

(ljUrグ)饗見に よって]948年度 ノーベル鰭笹賞を授興さ

れた瑞西 BaseL市 Gc･'hCry鋸Lの(ヒ畢菅)



今口までの自然物殺虫剤に封して人造物だが速く及ばなかったのは,この分野の科挙の不出を物語
ヽ

って居る校にも見-るが,一方にHL:虫に封しては死78e･であって人前には無芯であると云ふような物'fTメ

の人造は決して容易な菜でないことも解ける｡この困難な仕事を染料合紅の-化畢者が孜々として20

年近 く多くの化笹者及び生物畢者と一致協力して,研究に弛みなき努力をした結晶がDI)Tである｡

勿論r)DTそのものの化合物としての章兄は既に70'iF.'D昔に弼過の若vl畢徒の学位論文の｢部として

牢仙 洞退化畢ふ誌 (0･Zcitllcr･n･VII(･874)I】チBO) に報告されていたのであるが,この文献

の山の中に70年も埋れた原石を2C,年の苦心の結果畿見して'それを加 わ出し研ぎ磨いて立沢な賛石

として世にLtIしたのはP･M州cr氏等一国の倍大な功杭と云はねばならないOこの欝 くべき強力な合

成疲虫剤の蓉兄は多くの化畢者の注疏の的となり礎にBHt;のような合成剤の望見を誘敬LたのであI I-1､L･y.

らて,今まで■pyrcthri11,Rotcnoll或はNicotillのような天芯の殺虫剤f)威力に敬服してのみいた秤

嬰はiRに問に浮山な!t造殺虫剤7)敬見-の示唆t'刺戟を輿-られたのである｡ その意味 Vt於 てP･

Mtillcr氏等の莞校は殺虫剤化畢界()刑期的のものであると云ふべきである｡ 併しもつともつと大き

な功籍はこの仕事が直ちに人現の栢杜に天敵したことであると云}べ きであらう｡恐るべき侍染病の

拡介者である多くの術生首由の駆除に今日までに威した叉今後yc.於て兜すべきDDTの公衆衛生的役

割は質に無限であり,又袋作物5'虫の醍除方面への只萩も拡大と云はねばならない｡このような人数

_JtのTt軟は地味であり間接ではあるが,これ羊そ紙べての人桝が事受し柑る尻の栢祉の均進であって

ノーLPミ'JI･裳が授輿されたのもよく理解される次節である｡

この様な赫々たる位葉を世に榊介した論文の最後に氏等が特に注意している攻の一旬こそは自然科

挙を志す者に封する最不の教訓であって故に引用させてもろう次第である｡

"宿ほ終 りに一言すべきはPyrcthrillやRotcllOnその他の紙べての自然物昆虫確が上述の多

くの合成按航程とは興って光線や酸化によって短時間内に分解されることである｡この事質

は自然がそのように計画もし質確もして居るのであって,もしも自然物殺虫剤が定安なもの
ヽ

であったならばどんな異星が葛生するかも知れない｡自然は生に備-て死には用意されて居

ない l 併し自然に封 してある日的な達するためには,大きな基想と稜々な方法が講ぜられ
ヽ

七こそ,常に関に新しい深い足跡が域されるのである｡"

(IIclv･Chim･ActaXXVII(1944),9-08)
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